





































































































































































































































































































































































































































































































64.4(6.5) 72.8(ll.3) :.4 **
表7連続したモジュ-ル学習前後での意識尺度調査の結果
下位尺度 指導前指導後
N=38)
I作業に対する好意因子
Ⅱ作品に対する好意因子
Ⅲ製作学習における自己評価因子
Ⅳ製作学習における積極性因子
Ⅴ製作学習における消極性因子
**pく.01
18.6(3.0)19.2(3.1)
17.5(4.0)19.5(3.4)
12.5(3.0)12.9(3.6)
ll.1(3.1)ll.7(3.5)
7.7(2.6)7.6(2.8)
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0.6
1.9**
0.4
0.
-0.1
生徒自らの力で課題解決に取り組んでいる姿が想像できる。
これは,個に応じた製作課題や,専用の学習テキストによ
る効果の現れであると考えられる。
学習モジュール指導前の授業に対する意欲尺度調査の結
果を基に,意欲が高いと考えられる上位群(上位50%)
と低いと考えられる下位群(下位50%)とに分けて集計
した。(表6)
その結果,上位群には大きな変化は認められなかった。
しかし,下位群においては,指導前後に1%水準の有意差
が認められており,学習モジュール指導後に授業に対する
意欲の高まっていたことが明らかとなった。 このことから,
連続的に学習モジュールを導入した指導法は,意欲の乏し
い生徒に対して特に有効であり,個に応じたものづくりの
経験を保証することによって,ものづくりへの意欲を高め
ることができたと考えられる。 この結果より,技術科にとっ
て重要な課題となっている,ものづくりへの意欲を高める
方法として,学習モジュールが適した指導法であることが
明らかとなった。
製作学習における意識尺度調査の結果(表7)において
も,Ⅱ作品に対する好意因子においては,1%水準の有意
差が認められた。 このことは,双方の題材が生徒の興味・
関心をひくものであったとともに,製作のための作業工程
が個々の生徒の能力に適当であったことにも関係があると
考えられる。Ⅲ自己評価因子については,自己評価がこれ
からの技術科にとって重要な教育課題でもあることから,
望ましい結果であるといえる。 これは,「木工タングラム
パズル」において,型紙を用いて部品の精度を確認できる
ように工夫したことや,「ピュークの鋳造」において鋳型
の修正を可能にしたことに起因していると考えられる。
4. 緒言
これまでの,技術科における指導法の研究は,プロジェ
クト法を前提とした研究が,そのほとんどを占めており,
プロジェクト法の枠組みを変える形での研究はほとんど見
あたらない。そこで,技術科における教育現場の課題を明
らかにするとともに,その課題を改善するために,プロジェ
クト法以外の指導法にまで範囲を広げ検討を行い,改善の
ための検証を試みた。 今後は,材料加工だけでなく,多様
な学習モジュールを引き続き開発すると共に,生徒の実態
に即した柔軟な指導展開の構成方略について検討する必要
があろう。
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